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NY マーケットレポート（2018 年 9 月 12 日） 
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NY市場レポート 

 

≪ NY市場概況 ≫ 

NY 市場では、序盤に発表された米生産者物価指数が 1年半ぶりにマイナスとなったことで、米利上げペース

が鈍化するとの観測が広がり、ドル売り・円買いが優勢となった。その後、米国は中国と新たな通商交渉を

行うことを提案しているとの報道を受けて、ドル円・クロス円は堅調な動きとなったものの、米ダウ平均株

価がマイナス圏に下落したこともあり、上値の重い動きとなった。しかし、ベージュブックで全米経済活動

の緩やかな拡大継続や労働市場のひっ迫、物価圧力が指摘されたことから、ドルは終盤に値を戻した。 

 

主要な米経済指標結果 

8 月米生産者物価指数（前月比） -0.1％（予想 0.2％・前回 0.0％） 

8 月米生産者物価指数[コア] -0.1％（予想 0.2％・前回 0.1％） 

8 月米生産者物価指数（前年比） 2.8％（予想 3.2％・前回 3.3％） 

8 月米生産者物価指数[コア] 2.3％（予想 2.7％・前回 2.8％） 

8 月の米生産者物価指数は、モノとサービスを合わせた総合指数が前月比-0.1％となり、2017 年 2月以来、1

年半ぶりにマイナスに転じた。また、変動の激しい食品とエネルギーを除いたベースでも前月比-0.1％とな

った。前年比は+2.8％と伸びが鈍った。品目別では、エネルギーが+0.4％、食品は-0.6％となった。   

 

出所：Bloomberg 



 
                                           

3 

 

出所：Bloomberg 

 

出所：Bloomberg 

 

 

 

 

 



 
                                           

4 

要人発言 

ブラード・セントルイス連銀総裁 

 

・政策金利はすでに経済成長を抑制するほどの高水準である可能性 

・イールドカーブのフラットニングや市場ベースのインフレ期待の抑制は、現在の金融政策スタンスがすで

に中立か、あるいはいくらか引き締め的な可能性を示唆している 

・イールドカーブの逆転は米経済の脆弱性を高め、リセッションに陥る公算が大きくなるだろう 

・経験に基づくフィリップス曲線が機能していないことから、米金融政策当局者はいつも以上に現在のマク

ロ経済環境において金融市場が発するシグナルを重視するべきだ 

・米 10 年債利回りが 3％に接近し始めると、海外の買い手はとにかく大きな魅力を感じ、その利回りを手に

したがる 

・このことが、利回り曲線と利回り曲線の逆転に対する圧力の一因になっていると思う 

 

ブレイナード FRB理事 

 

予期せぬ事態がない限り、完全雇用を持続させインフレ率を当局の目標近くに維持するために、今後 1-2 年

にかけて FF 金利を引き続き漸進的に引き上げるのが適切となる公算が大きい 

 

米地区連銀経済報告 

・貿易巡る懸念で一部企業が投資を抑制 

・全ての連銀地区が投入物価圧力の拡大を指摘 

・景気は緩やかなペースで拡大を続け、労働市場は引き締まってきた 

・通商問題を一因に投入コストは上昇した 

・関税は主として製造業で投入コストの上昇につながっていると報告された 

・全米で引き締まっていると特徴付けられる 

・企業は全般に短期的な見通しに引き続き楽観的だ 

・大部分の連銀地区は貿易摩擦について懸念と不透明感が存在する 

・一部の企業が設備投資を縮小あるいは先送りしていると、幾つかの地区が指摘した 

・貿易摩擦による物価のゆがみや労働市場の逼迫にもかかわらず、財とサービスの全般的な物価上昇ペース

は「緩慢ないし緩やか」だが、「減速の兆候も一部にある」 

・企業が労働者を引きつける上で、休暇拡大や柔軟な勤務態勢、ボーナスなど賃金を伴わない手段を講じて

いる 

・建設労働者やトラック運転手、エンジニアなど高いスキルを要する労働者は引き続き不足しており、幾つ

かの連銀地区は飲食業や小売業など低いスキルの労働者も不足していると報告した 
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ダウ平均、S&P500は続伸、ナスダックは反落 

米株式市場は、米国が貿易摩擦の緩和に向けた協議の再開を中国に提案したとの報道を受けて、投資家心理

が改善して買いが優勢となった。原油高を好感した買いも下支え要因となった。ダウ平均株価は、序盤やや

上値の重い動きとなったものの、中盤には前日比 174 ドル高まで上昇した。その後はマイナス圏まで下落す

るなど上値の重い動きとなったものの、小幅続伸となった。一方、ハイテク株中心のナスダックは序盤から

上値の重い動きが続き小幅反落となった。 

 

出所：Bloomberg 

 

出所：データを基に SBILMが作成 
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提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


